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森本 道孝
1.序
現代 にお いて人々が 目指す理想 的な 「家族」 の形 とは、 はた してどのよ う
な ものであ るのだ ろうか。「家族 」 とは、我々 にとって最 も身近 であ るに も
か かわ らず、 最 も扱 いに くく難 解な テーマで ある。EngineO'Neillを皮切 り
に、TennesseeWilliams、ArthurMiller、SamShepardなど現代 アメ リカ演劇
を代表 する作 家 たちが、それぞれのス タイルで このテーマ、特 に機能不全 に
陥 り崩 壊す る 「家族」 のさまを描い て きてい るが、 これ はEdwardAlbeeが
描 く 「家族」 にも顕著 に見 られ る。
AlbeeはTheZooStory(1959)でデ ビュー し、ADelicateBalance(1966)、
Seascape(1975)での ピュー リッツア賞 をは じめ、数 多 くの賞 を受賞 して い
る。!しか しなが ら、 多 くの批評 家が指摘 す るよ うに、1980年代 以降 の作品
は概 して評価 されず、彼 に とっては低迷期 といえ る時期を迎え る。 その後、
1994年にThreeTallWomen(1991)で三度 目の ピュー リッツア賞 を受賞 し
た ことによ り、彼 はこの低迷期を抜 け出たとされ る。本論 では、 このよ うな
彼 の経歴 を踏 まえた うえで、 その後 に発表 された彼 の問題作 とも言 え るThe
Goat,OY隔oZSSylvia?(2002、以下TheGoat)において提示 され る 「家族」
に 「介入」す るセク シュア リテ ィにまっ わる様 々な問題 を検証 す る。異性愛
中心 の伝統 的な価値観 によ って成 り立 っ 「家族」 が、異 性愛以 外の ものの
「介入」 によ りいか に揺 らぐのか、 とい うテーマの分析 を通 して、Albeeの
指摘す る現代 の 「家族」 の関係性 の問題点 を探 る。
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2.「家族」 への 「介 入」
AlbeeのTheGoatに登場 す る家族 は、 父親Martin、母親Stevie、そ の息 子
Billyとい う典型的 な核家族構成 である。 また、 この傍証 と して は、妻Stevie
が夫Martinに向 けて言 う"Mymothertoldme-wereallyweregoodfriends;
1'msorryyouneverknewher"(594)からわか るよ うに、家族 は祖父母 世代
と断絶 してい ることが挙 げ られ る。劇冒頭で判 明す るの は、妻 との会話の 中
で思い出せ ないことが多 いなどアル ッハイマーの可能性 は示唆 される ものの、
Martinは50歳を迎え、建 築界の賞 を史上最年 少で受賞 する ことが決 ま り、
世界都市のデザ イ ンを任 され るなどお祝い尽 くしの平穏 な 「家族」 の様 子で
あ る。 また、 彼 の これ らの功績 にっ いて は旧友Rossによるイ ンタ ビューが
な され る予定 とな ってい る。
しか し、 この 「家族」 の平 穏を一変 させ る事 態が 「介 入」 して くる。 しか
も これ は他 な らぬ この親友Rossによって持 ち込 まれ る難題 なのであ る。 第
一 場 の最後 で、様 子の おか しいMartinの話 を聞 くうち に彼が浮気 を して い
るので はないか と思 ったRossは、 イ ンタ ビュアー精神 を発揮 し、 しき りに
そ の相手 とされ るSylviaにっいて知 ろ うと し、根負 け したMartinはっ いに
彼 に一枚の写真を見せ る。そ こには 「ヤギ」が写 っていたために冗談だ と思 っ
たRossは最 初 の うち は笑 うのだが、 最後 にはっ いに大声 で、"THISISA
GOAT!YOU'REHAV-NGANAFFAIRWITHAGOAT!YOU'REFUCKING
AGOAT!"(570)と叫ぶ。彼 はMartinと「ヤ ギ」 との性 的関係 とい う秘密
を 口にす るこ とで情 報化 し、 さ らには彼 の妻Stevieに手紙 で伝え る ことで、
一 家を きわ あて危機的 状況 に貶 め る。っ ま り、夫Martinが関係 を持 った と
され る 「ヤギ」 の存在 が、彼の 口を通 して情報 とな り、 友人Rossに伝わ り、
手 紙へ と形 を変 えて 「家族」 に 「介入」 して くるのである。結果 と して、 こ
れが手 紙を読 んだStevieが夫 を問い詰 め る第二場、父 親 と息子Billyとの葛
藤 が展 開す る第三場 への布石 とな り、 「家族」 は崩壊への道を進 んで しま う。
さ らに、RossはMartinから"Judas!"(615)と呼 ばれ、裏 切 り者扱 いされ る
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ことにな る。
第二場 で は、夫 が 「ヤギ」 と関係 を持 った話 を聞 くに堪え られ な くな った
Stevieはリ ビングルー ムにある ものを次 々と壊 して いき、 「家族 」 は人 間の
関係性 だけでな く、物理的な面で も崩壊 が進ん でい く。彼女 は夫 に向か って、
この破壊 の 理 由を"Becauseyou'rebrokensomethinganditcan'tbefixed!ll
(604)と言 う。壊 され ることで物理的 に再生不可能 とな る 「もの」 と同 じく、
夫 の行為 に よ って 「家族」 はもはや後戻 りで きな い再生不可 能な状態に至 っ
て しま った ことが指摘 され る。 さ らに、彼女 はこの取 り返 しのっかない事 態 ・
について、 以下の よ うに述べ る。
STEVIE: I want the whole day to  rewind—start over. I want the reel to re-
 verse: to see the mail on the  hall table where Billy's left it, then not see 
 it because I haven't opened the door  yet—not having gotten the fish yet 
 because I haven't bought the gloves yet because I haven't left the house 
 yet because I haven't gotten out of our bed because I haven't waked UP 
 YET!!" (582-83)
ここではこの日の彼女の行動がさかのぼる形で語 られる。完了形の否定を連
続 して用いることで、すべてがなかったことになるように時間を巻 き戻 した
いという彼女の願望が、もはや決 して叶わないのだという切実さが効果的に
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座 っている夫婦 の間 には 「ヤギ」 がい る。 まるで家族の中心であ るか のよ う
な位置取 りで ある。「ヤギ」 の存在 は、 この 「家族」 に確実 に 「介入 」 し、
様 々な影響 を及 ぼ してい る。 まず、妻Stevieが家の中 にある ものを壊 し続 け
るほどに腹 を立 てて いるのは、 もちろん夫 の行為が理解で きないか らであ る
が、 とりわけ我慢 な らないのが夫 の中で自分が 「ヤギ」 と同列視 され てい る
ことなのであ る。.彼女 は、"ButI'mahumanbeing;Ihaveonlytwobreasts;
Iwalkupright;Igivemilkonlyonspecialoccasions;Iusethetoilet"(575)
と しきりに自分 が人 間で あるこ とを説 明 し、「ヤギ」 との差別化 を図 るが、
彼女 に とって この行為 その ものが屈辱以外 のなに もので もない。
また、彼女 は同列扱 いを嫌悪 す る中で想像 をた くま しくし、夫 のf気 を追
求す る多 くの妻 がす るよ うに 「ヤギ」相手 に嫉妬心 をむき出 しにせ ざるを得
な くな ってい く。
 STEVIE:  ... you love me and an  animal—both of us!  —  equally? The same 
 way? That you go from my  bed—  our  bed  ... wash your dick, get in your 
 car and go to her, and do with her what I cannot imagine myself imagin-
 ing?  Or  —  worse!  ... that you've come from her, to my bed!? To our 















3.「家族」 か らの排 除
栗原 は、 『メタファー と しての家族』 におけ る核家族 につ いての論 の中で、
「通常家族的 な ものの圏外 にあ ると見 なされてい る人 々」 として、「孤児、孤
老、 … ゲ イ、 独身者 な ど」 を挙 げて いる(栗 原3)。2つま り、彼 の言 う
「家族」 は単 身者 を含 まず、 セクシュア リテ ィの面 か ら言 うと、「異性愛の夫
婦 とその子供 を中心 とす るメ ンバ ーによ り構成 され る集 団」 の ことで ある。
本論 を進め るうえで最 も注 目しておきたいのは、 この リス トに 「ゲイ」が入 っ
て いることで ある。当然 の ことなが ら 「ゲ イ」 は異性愛 の夫婦 の構成員 にな
れ ないが、 その夫婦 の子供 が 「ゲイ」で ある可能性 はある。 そうす ると、 こ
の子供 は、 栗原 のい う 「通常家族 的な ものの圏外 にある とみな され る人 々」
の一員 とな る。「家族」 とい う最 も身近な集団 か らの 「排除」 は、異性 愛中
心 の社会 において 「ゲイ」 たちが感 じる疎外感 を最 も端的 に表 して いる。
TheGoatにお いて、 この よ うな 「排除 」 の対 象 とな りうるの は、 息 子
Billyである。父親Marth1の「ヤギ」 との性行為 の告 白が あま りに衝撃 的で
あ るために印象 として霞んでい る感 は否 めないが、彼 の同性愛傾向 は家族 に
とって大 きな問題 であ ることは間違 いない。 この傾 向は もはや両親 の知 ると
ころで あり、「ヤギ」 との行為 を問 い詰 め られ、Billyに"Goatfucker!"とな
じ られ た父親Martinはとっさに"Fuckingfaggot!"と同性愛者 に対 す る侮蔑
的表現 とも取 れ る言葉 で言 い返 して しま う。 直後 に猛省 した彼 は、"You're
gay,andthat'sfine"(572)と息子の 「ゲイ」 と しての性質 を把握 して いる こ
とを明 か してい る。 このほかに も、母親StevieはBillyのことを"ourfunny
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son"(594)と表現す る ことで間接的 に示唆す るなど、彼が 「ゲイ」 であ る こ
とは家族 に共有 されて い る情 報で あ るが、 このたあに彼 は肝心 な ところ で
「排除」 の対象 とな る。 実際、第二場 でMartinが妻Stevieに「ヤギ」 との行
為 を説 明す るこ とにな る場面で は、彼 ら夫婦 は しきりにBillyを追 い出 そ う
とす る。家 族 の危機 ともいえ る場 面で、 彼 は父親 か ら'「Gotoyourroom!"
(576)と繰 り返 し言わ れ、 まるで小 さな子供 であ るかのよ うに扱 われ る。 ま
た、第二 場後半 で は母 親 にまで"Goaway,Billy.Gooutandplay.Leave
thehouse!"(600)と言 われ、家 の外 にまで 出されて しまい、「家族」 の問題
か ら徹底的 に 「排除」 され て しまう。演 出の面か らも、彼 が出てい く際 には
玄関の ドアを閉 める音が強調 され る指示が あ り、 この点か らも家の内部 と外
部 の境界が は っき りと し、外部への 「排除」 による疎 外感 が伝 わ る仕組 み と
な ってい る。
また、 この一家 に漂 う同性愛 的傾向 はBillyだけにとどま らない。「ヤギ」
との行為 で責 め立 て られる父親Martinであるが、 この 「ヤギ」の性 別を巡 っ
て次 のよ うなおか しな対話がな され る。
STEVIE: Stop calling it her! 
MARTIN: That is what she is! It is a she! She is a she! 
STEVIE: I suppose I should be grateful it wasn't a male, isn't a male  goat. 
 (585)
ここでわ ざわ ざ 「ヤギ」 の性別 が男 でなか った ことに安心 して い るとい う
Stevieの態度 は暗示的で ある。Martinは先 に挙 げた息子 の同性愛的性質 に言
及 す る場 面 で、Billyに対 して"gotooneofyourpublicurinals,oroneof
thosedeathclubs"(576)と言 う。 これ らは同性愛者 たちの主 な交流 の場所 と
考 え られ、息 子か らは"Youseemtoknowalotaboutallthat"(576)と言
い返 され る。 っま り、Martinは同性愛者 の状況 に詳 しいことが示唆 されてい
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るのであ る。 彼 は言 い訳 のよ うに"Iread"(576)と言 うが、彼 が同性愛的
性質を保持 して いる可 能性 は非常 に高 い と言 え る。
さ らに、妻 か らは次 の ような冗談 ともとれ る指 摘を され る。
STEVIE: You'll be  Ricking Billy next. 
MARTIN: He's not my type. 
STEVIE: He's not your type!? He's not your  fucking type!? 
MARTIN: No; he's not. You're my type. (601-02)
ここで は、Martinの性 の対象 には実 の息子Billyまで もが入 るので はないか
とい う指摘が 妻 によってなされ るが、彼 は奇 妙な ことに息 子 はタイプで はな
い と言 うだけ にとどま り、同性愛 的愛情 を否定す るので はない。 さらに、第
三場 にお いて 息子Billyによって愛情 を示 され る と彼 は求め に応 じて キスを
し、 それを友 人Rossに目撃 されて しまう。 その際、 目撃 者Rossは同性愛 的
傾向 にっ いて"contagious'「(616)とい う形容詞 を用 いて疑問を呈す る。 っま
り、彼 はBillyの同性愛 がMartinに「感染 」 した と捉えて いるのであ るが、
この形容詞 は極め て暗示的 である。 とい うの も、Albee自身が明 か してい る
ように、この劇の 当初 の構想 は、同性愛者 にのみに 「感染」 し広 ま る病 気だ
という誤解を持 たれて いたエイ ズを中心 とす るはずで あったか らであ る。作
品 に は"happilymarried,middleaged,atthetopofhiscareer"(Stretching
260)と描 写 され る医者が登場す るはずで あ った。 ここで も、彼 の幸 せを示
す項 目として、経済面 に加えて、「結婚」 とい う異性愛中心 のセク シュア リ
テ ィに関す る条件 が入 っていることは注 目 して お きたい。
He [a renowned doctor of medicine] feels the need to experience life as 
many of his patients  do  ... and  so  ... he injects himself with the HIV virus, 
to suffer as his patients do, thereby to "understand" better the suffering all
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aroundhim.(AlbeeStretching260)
医者 は患者の気持ちを知 るために自身 にHNウ ィルスを注射するのである









MARTIN: There was a man told me once—a friend; we went to the same 
 gym — he told me he had his kid on his lap one day — not even old 
 enough to be a boy or a girl: a baby—and he  had  ..  . it on his lap, and 
 it was gurgling at him and making giggling sounds, and he had it with his 
 arms around it, in his lap, shifting it a little from side to side to make it 
 happier, to make it giggle  more  . .  . and all at once he realized he was get-
 ting  hard..  .  . [H]is dick was rising to the baby in his  lap  .  .  . (617)
これ は同性愛行為 を 目撃 されたBillyをなだめよ うと意図 したために他 者の
話 とい う装 いで語 られ たが、結果 的 にMartin自身の話だ と悟 られて しまい、
幼 い頃 の 自分 が父 親 の性 的 関心 の対 象 とな って い た可 能性 を知 らされ た
Bi11yをより落 ち込 ませ、 裏 目に出て しまう。 また、仮 に彼 の言 うとお りこ
の現象 が本 当 に"notarousinghim;itwasn'tsexual,butitwashappening"
(617)であるのな らば、 この話 を この場面です る必然性 は全 く無 い。 っまり、
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この発言はMartinの隠された小児性愛(し か も同性愛かっ近親愛)の 発露
だと読むことはそれほど不自然ではない。た とえ 「ヤギ」 との行為が発覚 し
なかったとしても、彼のセクシュア リティは、すでにこれまでの異性愛中心
の規範か ら大 きくはずれる設定なのである。




次 のよ うに も言 う。
MARTIN: All the men I knew were  "having  affairs"  ... seeing other women, 
 and laughing about it—at the club, on the  train. I  felt  ... well, I almost 
 felt like a misfit. "What the matter with you, Martin!? You mean you're 
 only doing it with your wife!? What kind of man are you?!" (593)
ここで彼 は多 くの女性 と関係 を持っ ことを 自慢げ に語 る男 たち の輪か ら外 れ
て いる自分 について 「場違 いな自分(misfit)」であ ると感 じている。妻 だけ
を一途 に愛す ると宣言 して いる彼 は、従来の異性 愛中心の一夫一婦 制度 の規
範か らす ると理想 的な感覚 の持 ち主で あると言え る。 しか し、彼が周囲か ら
は枠外 に 「排 除」 されて いるよ うな感覚 を持っ ことにはいか なる意味があ る
のだ ろうか。 すでに見たよ うに、彼の同性愛 的性質の影響 はまず考え られる。
あるいは、周 囲 とは違 うとい うこの感覚 こそが、彼 を 「ヤギ」 との行為 に走
らせ たか もしれないのであ る。 いず れに して も、 これ まで の異性愛中心のセ
クシュア リテ ィ規範 を軸 に考 えた場合、彼 の立 ち位置 はます ますあいまいで
場違 いな ものにな ってい く。
さて、 この劇 にお け る決 定的 な 「排 除」 は、 ラス トシー ンにあ る。 夫
Martinとの話 し合 い の 中で 、 「ヤ ギ」 と同 列 に扱 わ れ た ことに激怒 した
Stevieは家 を飛 び 出す が、 こ こで 彼女 は"Youhavebrought!nedownto
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nothing"(605)という表現 を繰 り返 して夫 を責 め、 家を出て い くこ とで 自身
を 「家族」 か ら 「排 除」 してい るか に見え る。 しか し、劇 の ラス トで彼女 は
殺 した 「ヤギ」 の死体 を抱 えて血 まみれで戻 って きて、ITTwentwhereRoss
toldmeIwouldfind...yourfriend.Ifoundher.Ikilledher.Ibroughther
heretoyou「'(622)と、Martinの相手 であ る 「ヤギ」Sylviaの殺害 を告 白す
る。彼女 は この動機 を"SheIovedyou...yousay.AsmuchasIdo"(622)
と語 る。 同等 比較 を用 いて表現 してい ることか らわかるよ うに、彼女 と 「ヤ
ギ」 は もはや完全 に同列 の ものにな る。 また、先 の引用 にあった通 り、彼 女
は 「ヤギ」 に代名詞"her"を用 いるのを断固 として拒否 していた にもかか わ
らず、 この ラス トシー ンでは一変 して"her"を用 いている。 この変化 か らも、
Stevieが「ヤ ギ」 を 「彼女(her)」だ と認めて しま った ことが読 み取 れる。
「家 族」 に介 入 して きた夫 の浮 気相 手 を殺害 とい う手段 で 「排除」す るとい
う行為 は、その存在が 自分 に取 って代 わ る可能性 のある危険 な ものであ るこ
とを認識 した ことになる。 しか もこの劇 ではその相手が 「ヤギ」 であ るた ぬ
に、彼 らの関係性 は一層奇妙 な ものに見 えて しまう。
と ころが、 批評 家 はあま り言及 して いな いが、StevieとSylvia(「ヤギ」)
の このよ うな同列 の扱 いについて、 結末部分 でのMartinの反応 には検討 す
べ き事柄 があ る。 「ヤギ」Sylvia殺害 に ショックを受 けた彼 は次 のよ うな行
動 を とる。 ト書 きも含 めて引用す る。
MARTIN: (To STEVIE; empty) I'm  sorry. 
       (To BILLY; empty) I'm sorry. 
 (Then  ...) I'm sorry. 
BILLY: (To one, then the other; no reaction from them) Dad? Mom? 
 (Tableau) (622)
ここで、Martinは三回謝 罪 を して いるのだ が、 妻 と息子 に対 す る謝罪 に は
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"empty"な様 子で あることが示 され るが、三 度 目の謝罪 には この形容 詞が な
い上 にその謝罪 の対象 も明か されてい ない。 しか しなが ら、 この場 に残 って
い る謝 罪の対 象者 は、友人Rossか死ん だ 「ヤギ」Sylviaしか考 え られない。
先 に言及 した通 り、 秘密 の暴露 の きっか けを作 ったR.ossは彼 に とって もは
や裏切 り者 なので謝罪 の対象者 にはな りえ ない。っ ま り、 この謝罪の対象 は
Sylviaしか残 らない とい うことになる。Albee作品 の ト書 きには、 セ リフご
とに しっ こいほ どの感情表現がっ いて いるので、 この謝罪 にだ け"empty"が
っいて いな い ことには何 らか の意味が あると考 えてよい。っ ま り、Martinは
同性愛 的志 向 を示す など様 々な愛 の形 を体 現 して はいるが、結末部分 での最
後の謝罪 においての まな ざ しは、 死んで しまった 「ヤギ」Sylviaに向いて い
るようなので ある。
また、最 後 の息子 か らの呼 びか けに対 して両親 のどち らも反応を示 さず静
止状態で終 わ る この結末 は、 さまざまな問題 によって崩壊の危機 にあ る家族




て いるOつ ま りは従 来 の父親 や母 親 とい う役割 はもはや揺 らいで、 「家 族」
やそれ を取 り巻 く状況 も変化 しっっあ るということであ る。 まさに、 この ラ
ス トシー ンは象 徴的 であ り、 「家族」 に 「介 入」 して きた 「ヤギ」 は死体 と
なって はいるものの この場 にあり、手紙 で秘密 を暴露 し 「家族」 崩壊 の きっ
か けを作 った裏 切 り者Rossもい る。 この 「家族 」 は、 これ ら 「介入」 して
きた ものの 「排除」 には失敗 して いるのであ る。 また、通常 「家族」 的な も
のの圏外 にあ り 「排 除」 されて しまうはず の 「ゲ イ」 であ るBillyや、同様
の傾向 を示すMartinはそのまま内部にい る上 に、Stevieは「ヤギ」を殺害 し
たとい う罪 を背負 う。 この 「家族」は 「排 除」 すべ きものを内包 したままで
あ り、 異性愛中心 の これまでの通常の 「家族」 とい う状態 には戻 りえな い。
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しか しなが ら、Martinのまな ざ しは死んだ 「ヤギ」Sylviaに向か い、 「ゲイ」
であ るBillyを「排 除」す ることな く、 これ らを内包 した まま存在 して い く
のであるとす れば、 この ラス トシー ンこそが多様な セクシュア リテ ィの あ り
方 が模索 され ている現代 における新 たな 「家族」の一つの形 であ ることの 暗
示 なのか もしれない。
4.ま とめ
Albeeがこれ ほどまでに 「家族」 にこだわ りを見せ ることの要因 の一 っは、
彼 の生 い立 ち に見 ることが で きる。 彼 は1928年生 まれだ とされて い るが、
その後 す ぐに養子 に出 されてお り、実 の両親 につ いて の詳細 は不 明で ある。
彼 が養子 とな ったEdward家で は経済的 な不 自由さはあ まりなか ったよ うだ
が、特 に養母か らの愛情 には恵 まれず、 ここか ら彼 特有 の 「家族」観 が形 成
されて い くこ とにな った と考 え られる。3また、Albee自身 の同性愛的性質 は
有名で あり、 これが作品 に影響を与えて いることは間違 いない。
TheGoatのMartinのセ クシュア リテ ィは非常 に多様化 していて、曖 昧 な
ものになって いると言え る。妻で あるStevieへの愛 を貫 いている ことを明か
しているので異性愛 であ ると言え る一方 で、 息子Billyへの愛 情 は家族 と し
て の ものを超越 して いる ことは明 らかであ り、 ここか らは同性愛 的傾 向 と小
児性愛、 あ るいは近親愛 まで もが読み取れ る。 また、 「ヤギ」 との行為 を告
白 して いる という点 では、 人間 と動物 の性愛 を も体現 して いる ことにな る。
しか も、最 も興味深 いのは、少 な くと も彼の中では この うちどれが一番 であ
るとい う序列 は無 いよ うなのであ る。Stevieと異性愛 に基づ く結婚を し、子
供 をもうけて従来の異性愛中心の 「家族」を作 ってい るに もかかわ らず、彼
の 「愛」のベ ク トル はこ こまで見 たように様々な方 向に伸 びてい く。 これ こ
そが、多様 な セク シュア リテ ィの存在が顕在化 してい る現代 の社会 におけ る
新 たな 「愛」、 あ るい は 「家族」 の在 り方 につ いて のAlbeeの考えなのだ と
言え る。
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ただ、 そ うはい って も、劇 の中でStevieやBillyが言 うよ うに、人 間 と動
物の間 には大 きな差が ある。Albee自身 はこの劇 を獣姦 にっいての劇 だ と誤
解 された くない ことを以下 のよ うに明か している。
You may, of course, have received the misleading information that the play 
is about  bestiality—more con than pro. Well, bestiality is discussed uring 
the play (as is flower arranging) but it is a generative matter ather than the 
 "subject." The play is about love, and loss, the limits of our tolerance and 
who, indeed, we really are. (Albee, Stretching 262)
しか しなが ら、 山本 は 「90年代以降 のア メ リカにおいて は … 同性愛 に
対 して寛容 にな って きてい ることもあ り、 エイズや同性愛 よ り獣姦 のテーマ
の方 がよ りシ ョッキ ングで、観 客の寛容 を試 すのに適 して」 いたのではない
か と分析 をす るが、 この指摘 は正 しい(48)。AlbeeはBottomsによるイ ンタ




243)と答 え てい る。 っ ま り、 この劇 中の出来事 の当事者 になって考 え るこ
とが必要 だ とい う主張 である。 や は り、彼 は 「相手の立場 にな って考え る」
ことの大切 さに焦点を当ててい るのであ る。 とい うことは、劇 中に起 こる様々
なセク シュア リテ ィをめ ぐる事象 は、 この時代 にお いて我々 のだれ もが遭遇
しうる可能性 のある ものだ とい うことにな る。 しか も、 その対処 ・解決 は非
常 に難解 でAlbee自身 もよ くわか らないというので ある。
先 にあ った通 りAlbeeは誤解 された くない と言 っては いる ものの、獣姦の
よ う.な特殊なテーマを扱 うことで物議 を醸す ことを当然想定 していただろ う。
その うえで、 その背後 に同性愛 などの これ まで の異性愛 中心 によ って構成 さ
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れる 「家族」の圏外にいる人々にとっての 「家族」とはどういうものである














l,Albee作品では、隔 廊AfraidOfVirginiaWoolf?(1962)が最 も有名である 、
この作品がピューリッッア賞候補作となった際に拒否 した理事に反発 した審査員
二名が辞退することになるなど波乱があり、受賞は逃している。
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